
立案・企画

設計

施工

自主検査

　□使用前自主検査（合格）

使用開始

維持管理

作成：富士ツバメ株式会社

　□導入目的、設置場所、設備規模、仕様
　□現地調査、工程、予算案
　□関係法令、支援策調査

　○助成制度、税制支援制度
　○関係法令調査
　○所轄官庁へ事前相談

高
圧
連
系

特
高
連
系

　□基本設計
　　・設置条件、システム、発電量予想
　□詳細設計
　　・集電方式、保護方式、電気設備仕様
　　・単線結線図、平面図、立面図
　□工事計画届出書作成
　□法令・諸手続き実施

　○電力会社へ申込みと契約
　　・事前協議
　　・系統連系申請　（約２ヶ月）
　　・保安回線の確認等

　○所轄官庁へ
　　・保安規定届出（施工前に）
　　・電気主任技術者専任届、または
　　　不専任届（1,000kW未満）
　　・工事計画届（着工30日前までに）
　　・法定事業者検査要領使用前届
　　・設備認定届　（約２週間）
　　・工場立地法届（緑地の場合）
　○地域対応
　　・建築物現場確認等
　○安全管理審査の事前準備
　○電力会社との連系
　　・供用部分施工

　＜付託＞
　□仮設電源引き込み工事
　□土木・電気工事
　＜資材発注＞
　□主要機材等
　＜関連法令・諸手続＞

発注

諸手続

　□杭打ち、基礎工事
　□アレイ架台組付
　□モジュール（パネル）据付・結線
　□パワコン、連系設備据付・試験

　○所轄・産業保安監督部
　　・安全管理審査申請書
　　　（自主検査合格後1ヶ月程度）
　　・審査手数料（収入印紙）

　□使用前安全管理審査
　　（結果：審査報告に約30日）

　○所轄・産業保安監督部への報告
　　・定期報告
　　・自家用発電所半期報告
　　　（1,000kW以上）
　　・電気事項報告　ほか

　□電気設備基準の維持
　□保安管理維持（公衆安全、事故防止）

NEDO 大規模太陽光発電システム導入の手引書を参考に作成
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大規模太陽光発電設備の導入手順概要（一般例）



電気工作物 太陽光発電部分の工事計画 工事計画 保安規定 届出先

一般用 不要 不要 不要 不要 不要 不要

不要 不要 不要 届出

不要 不要 不要 届出

自家用 届出 実施 届出

届出 実施 届出

保安規定については、他の自家用電気工作物が既に設置されている場合には、保安規定の変更・追加手続が必要。

売電するには、次の事項が必要となる。

　①経済産業省の「設備工事認定」　（電子申請可、申請後約２週間で認可されるケース多い）

　②電力会社との「系統連系申請」　（電力会社に「申込み」「事前協議」「系統連系申請」する）

作成：富士ツバメ株式会社

使用前
検査

使用
開始届

主任
技術者

50kW未満　※2

50kW未満　※3 不専任
承認

経済産業省
産業保安監督部

50kW以上 500kW未満 不専任
承認

経済産業省
産業保安監督部

500kW以上 1,000kW未満 不要　※1 不専任
承認

経済産業省
産業保安監督部

1,000kW以上 不要　※1 不専任
承認

経済産業省
産業保安監督部

※１　出力500kW以上の電気工作物を譲渡、借用する場合には、使用開始届が必要。
※２　低圧連系の50kW未満、もしくは独立型システムの50kW未満が該当する。
※３　高圧受電・連系での50kW未満は自家用電気工作物

高圧または、特別高圧の変電設備・蓄電設備（4,800AH・セル以上）を設置する場合には、所轄消防署へ届出が必要。
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電気工作物としての届出範囲の現状（電気事業法）
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